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研究成果の概要（和文）：従来、魏晋南北朝の政治史は、多くの場合、正史の影響を強く受け、各王朝史の枠組
みのなかで論じられてきた。本研究では、こうしたかつての枠組みではなく、より大きな歴史的な視野での東部
ユーラシア史のなかでその政治史を論じ直すことを目指した。そうしたなかで、各時代において、戦争、移民、
交易、文化交流などが各王朝の政治に与えた影響を具体的に検証するとともに、一見国内的な政治事件に見える
事件の背後に王朝の枠を超えた多元的な世界の影響のあることを確認してきた。また、魏晋南北朝通史の新しい
時期区分についても提案した。

研究成果の概要（英文）：In the past, the political history of the Wei, Jin, and Northern and 
Southern Dynasties has often been strongly influenced by official histories and discussed within the
 framework of the history of each dynasty. The aim of the present study has been to reconsider their
 political history not within such past frameworks but from the broader historical perspective of 
East Eurasian history. As well as examining in concrete detail the influence that war, migration, 
trade, cultural exchange, and so on had on the politics of each dynasty in each period, I have 
confirmed that behind events that may at first sight appear to have been domestic political 
incidents there lay the influence of a pluralistic world transcending the bounds of individual 
dynasties. I have also proposed a new periodization of the overall history of the Wei, Jin, and 
Northern and Southern Dynasties.

研究分野： 中国魏晋南北朝史
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１．研究開始当初の背景 
 日本の魏晋南北朝時代の政治史は、これま
で、多くの場合、正史の枠組みを踏襲し、あ
らかじめ王朝ごと、あるいは南朝と北朝に分
けて論じられてきた。また、当時の基本的な
権力関係を皇帝対貴族の対立において把握
したため、魏晋南北朝時代の政治史研究はす
なわち貴族制の研究であると言ってもよい
状況にあった。 
 
２．研究の目的 
 魏晋南北朝時代は、多国間的な国際関係が
成立する時代であり、東部ユーラシア世界の
形成期と言える。本研究では、従来の魏晋南
北朝政治史の限界を克服するために、当該時
代政治史を正史の枠組みから解放し、より大
きな歴史的な視野での東部ユーラシア史の
なかに位置づけ直すことを目指した。 
 
３．研究の方法 
 魏晋南北朝の政治史が、東部ユーラシアの
動向と無縁ではなかったということを実証
するために、各時代において、戦争、移民、
交易、外来宗教、文化交流が各王朝の政治に
与えた影響と、そして一見国内的な政治事件
に見える事件の背後に王朝の枠を超えた多
元的な世界の影響のあることを具体的に検
証した。また上記問題と関連し、魏晋南北朝
通史の新しい叙述方法提案の可能性につい
ても議論を重ねた。 
 
４．研究成果 
（１）本研究は、六朝政治史研究会を基盤と
して活動をおこなった。本研究では、研究の
方向性や役割分担を確認するとともに、本研
究の問題意識を共有し、上記研究の目的・方
法等を具体的に検証する必要から、毎年 3回
の研究会と研究打ち合わせをおこなうこと
を目標に掲げた。予算等の都合から目標の達
成に困難もあったが、平成 26 年度は、計 3
回、平成 27年度、平成 28 年度は、それぞれ
計1回の研究会と研究打ち合わせを実施する
ことができた。 
 
（２）研究代表者は、戦争や移民といった問
題が東晋南朝の政治史に与えた影響を具体
的に検証した。まず注目した問題は、北方か
らの移民および当時の軍事問題が東晋南朝
における主要帝都・建康の発展史にどのよう
な影響を与えたかである。 
 検討の結果、これまで六朝の帝都・建康は
貴族の都というイメージが非常に強烈に存
したが、建康が膨大な北来流民の集積地であ
ると同時に、軍事都市としての性格が濃厚で
あることを指摘した。この建康の歴史的性格
は、建康の発展史と密接な関係を有していた。
すなわち、後者の軍事都市としての性格は、
南朝時代になり、国軍体制が中央軍を中心と
したそれに再編されるなかでますます顕著
となり、前者の北来流民の流入に加え、建康

の人口増加を促進させる一因となっていた
ことを明らかにしたのである。 
 また、建康の都市としての発展は、南朝の
梁代まで続き、その人口の居住地は郊外へ郊
外へと広がっていく。そうしたなかで、建康
に流入する移民の配置場所にも困ることと
なり、その結果、建康の都城圏は、長江の対
岸にまで拡大していくことをも解明した。 
こうした建康の歴史的発展は、当然当時の

政治史とも密に関わっている。その発展が、
東晋南朝という王朝の枠組みを超えた、北来
の流民や、当時の軍事の問題と関係していた
ことを明確にし得たことは、東晋南朝の歴史
を東部ユーラシア史のなかに新たに位置づ
けていくうえで、重要なことと思われる。 
 次に、代表者が取り組んだのが、南朝の一
政治的事件が王朝の枠組みを超えた東部ユ
ーラシア世界の影響を受けているか否かと
いう問題である。 
 その際、南朝宋文帝の元嘉七年（430）第
一次北伐の実施問題に焦点を絞った。従来、
宋文帝の北伐実施理由については、その在位
中、三度もの北伐を実施していることから、
父武帝の偉業を継承しようとした文帝の個
人的意向の面から説明されることが多かっ
た。そうした理解に対し、今一度当時の国際
情勢から検討を加え直した。結果、元嘉七年
前後の華北は、北魏が台頭する一方、他の
夏・西秦・北涼・北燕・後仇地といった諸政
権は劣勢に追いやられる情勢にあった。この
元嘉七年の北伐は、そうした情勢を衝いた征
討であったこと、またこの北伐が宋の官爵を
受けた北涼、吐谷渾、高句麗、そして遠くモ
ンゴルにあった柔然との連携のもとに実施
されていたことを明らかにした。また、当時、
東部ユーラシアにおいて国際関係の再編の
動きが活発化しており、その盛り上がりの頂
点にあったことをも指摘した。 
当該研究の取り組みを通して、東部ユーラ

シア史における東晋南朝の役割の重要性を
新たに認識するに至った。今後継続して取り
組むべき課題を得られた。 
 この他、研究分担者と連携研究者は、本研
究に関わる成果を論文として公表するとと
もに、学会で発表している。 
 
（３）本研究の試みや方法論を国際的に通じ
るものに鍛えるべく、本研究の目標の一つで
ある中国魏晋南北朝史における新たな時期
区分の提案という問題に絞って、平成 28 年 1
月 9 日 10 日に、韓国のソウル大学校におい
て、国際シンポジウム「欧亜大陸東部視角所
見中国中古史的転折点与新歴史分期的探索
（東部ユーラシアの視野から見た中国中古
史の転換点と新時代区分の可能性）」を開催
した。発表者、発表タイトル等は以下の通り
である。 
1 日目 
・渡邉将智「中国古代北方民族的遷徙和自立
―以漢朝的北方民族政策為線索」 



・永田拓治「賢的記憶与叙述―漢晋時期的人
物叙述」 
・会田大輔「北周武帝的禁衛改革和華北統一」 
・小尾孝夫「南北朝時期的転折点之一―従探
討劉宋元嘉北伐出発」 
2 日目 
・金秉駿（ソウル大学校）「古代帝国之衰落
―圍繞“古代”概念」 
・村井恭子「中国史相対化的動向与圍繞日本
唐史研究的情況」 
・河元洙（成均館大学校）「従再考科挙制看
到的中国史的另一面」 
・岡田和一郎「従中国国家形成史来看東部欧
亜大陸与時代画分」 
・辛聖坤（漢陽大学校）「従身分史的観点来
看魏晋南北朝隋唐史的時代認識」 
・崔宰榮（翰林大学校）「隋唐長安城和市場
之位相」 
・齊藤茂雄「7～9世紀内亜地区突厥歴史」 
・佐川英治「東亜史“古代末期論”的可能
性」 
・趙晟佑（ソウル大学校）「試論中国弥勒信
仰的形成与特徴―従宗教看中古中国」 
 1 日目は、主に漢、魏晋、北朝、南朝の専
門家から、各自の専門分野においてどのよう
な時期区分を新たに設定することが可能か
について発表された。2 日目は、引き続き、
本研究のメンバーからは、各自の専門分野に
おける新たな時期区分の可能性について報
告された。また、韓国の参加者からは、各専
門領域の紹介と時期区分についての提言が
なされた。本研究に対する韓国の研究者の関
心は非常に高く、活発な議論がおこなわれた。
この新しい時期区分の問題は、今後学界にお
いても注目し議論される重要なテーマにな
るものと思われる。 
最終年度は、本研究における成果や問題意
識について学界に発信すべく、平成 28 年 9
月 18 日に、連携研究者の佐川が研究代表者
である科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）
と共催で、国際シンポジウム「中国中古史像
の再検討」を東京大学で開催した。発表者、
発表タイトル等は以下の通りである。 
・辛聖坤（漢陽大学校）「北周建徳 6年（577）
部曲・客女身分の登場とその意味」 
・岡部毅史「六朝皇后制管見―皇后の「在位」
を手がかりに」 
・魏斌（武漢大学）「「山中」の六朝史」 
・趙晟佑（ソウル大学校）「北朝における弥
勒救世主信仰の形成―敦煌偽経を手掛かり
に」 
 シンポジウムには多数の研究者が訪れ、総
合討論では、多くの貴重な意見が提出された。 
 
（４）研究代表者は、毎年、国外の国際学会
に参加し、本研究の取り組みを中国ならびに
台湾、韓国などの若手研究者に紹介して問題
意識のすりあわせを試みるとともに、成果の
発信をおこなった。そうした成果として、今
年も中国魏晋南北朝史研究会（中国・邯鄲市）、

中国中古史青年学者聯誼会（中国・北京市）
等の国際学会に招待されており、継続して国
際的な学術交流の機会を得られている。 
 
（５）本研究が、魏晋南北朝の各時代史にお
いて多くの新たな知見をもたらしたこと、ま
た本研究の取り組みが学界に一定のインパ
クトを与えたであろうことについては自負
するところである。今後は、各時代で得られ
た成果を有機的に結びつけ、分裂していた中
国の各王朝が、周辺世界をも巻き込んだ多元
的な東部ユーラシア世界を構成していたこ
とを明確に描き出し、そこに新たな時期区分
を当てはめていく議論をおこなっていかな
ければならない。残された課題である。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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